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大阪市立木川南小学校 令和８年度 運営に関する計画・自己評価（総括シート） 

  

１ 学校運営の中期目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中期目標 

【安全・安心な教育の推進】 

〇安全・安心な教育環境の実現 

・令和 11 年度全国学力・学習状況調査の「学校に行くのは楽しいと思いますか」に対し

て、肯定的に回答する児童の割合を 87％以上にする。（R7:90.4％） 

〇豊かな心の育成 

・令和 11 年度全国学力・学習状況調査の「自分にはよいところがあると思いますか」に

対して、肯定的に回答する児童の割合を 88％以上にする。（R7:100％） 

【未来を切り拓く学力・体力の向上】 

〇誰一人取り残さない学力の向上 

・令和 11 年度全国学力・学習状況調査の平均正答率の対全国比を 1.00 以上にする。 

 （R7:国語 0.97 算数 1.00 理科 0.96） 

〇健やかな体の育成 

・令和 11 年度全国体力、運動能力・運動習慣等調査の体力合計点の対全国比を 1.00 以上

にする。（R7:男子 0.89 女子 0.88） 

【学びを支える教育環境の充実】 

〇教育ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）の推進 

・令和 11 年度大阪市学力経年調査の「学習者用端末を活用して、調べた情報をもとに、

課題を解決するために情報を収集・整理し、まとめ・表現する取組をしていますか」に

対して、肯定的に回答する児童の割合を 80％以上にする。（R8 より新規） 

〇人材の確保・育成としなやかな組織づくり 

・令和 11 年度末の、教員の 1 か月あたりの平均時間外勤務時間を 20 時間以下にする。 

 （R7:１月末累計 17 時間 55 分） 

 

現状と課題 

① 児童が「心の天気」を入力する習慣が身に付いており、教職員が児童の心の状態を  

常に確認する体制が整っている。変化があれば学校全体で共有しており、いじめの  

早期発見・早期対応に努めている。 

② 不登校など課題のみられる児童について、校内で情報を共有するとともに、スクール

ソーシャルワーカーやスクールカウンセラーと連携し、学校全体で対応している。 

③ 授業力向上のため研究を積み重ねており、校内研修では、スクールアドバイザーだけ

でなく総合教育センターの指導主事からも定期的に指導助言を受けている。 

④ 「自分の意見をもち表現する力」の育成に努め、普段から児童は学習者用端末を用い

ているほか、教育委員会と連携して『探究型・体験型学習』を推進している。 

⑤ 働き方改革の一環として、教員が元気に健康で児童と向き合えるよう、担当授業時数

の平坦化を行っている。これにより、時間外勤務時間が大きく減少している。 

⑥ 教員が児童一人ひとりと関わる時間を増やし、学習活動のさらなる充実と児童の学力

向上に結びつくよう、学校再編プロジェクト会議を定期的に開催し、全教職員で教育

課程・教育環境の見直しを行っている。 

⑦ 令和９年度末の学校再編に向けて、児童を次のステージへと送り出すため、チャレン

ジ精神を持ち、新しいアイデアを保護者・地域に提案していかなければならない。 
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２ 中期目標の達成に向けた年度目標（全市共通目標を含む） 

３ 本年度の自己評価結果の総括 

 

 

 

 

  

 

【最重要目標１ 安全・安心な教育の推進】 

○小学校学力経年調査の「学校に行くのは楽しいと思いますか」に対して、肯定的に回答する

児童の割合を 85％以上にする。(R7:80.7％) 

○小学校学力経年調査の「自分にはよいところがあると思いますか」に対して、肯定的に回答

する児童の割合を 85％以上にする。(R7:79.1％) 

・小学校学力経年調査の「困りごとや不安がある時に、先生や学校にいる大人にいつでも相談

できますか」に対して、肯定的に回答する児童の割合を 65％以上にする。(R7:60.6％) 

・小学校学力経年調査の「自分の大切さとともに他の人の大切さを認めることが出来ています

か」に対して、肯定的に回答する児童の割合を 70％以上にする。(R8 より新規) 

・年度末の校内調査に対して、不登校児童の割合を前年度より減少させる。(R7:3.06) 

 

【最重要目標２ 未来を切り拓く学力・体力の向上】 

○小学校学力経年調査の国語および算数における平均正答率の対全国比を、同一母集団に対し

て経年的に比較し、いずれの学年も前年度より 0.01 ポイント向上させる。 

 (国語 4 年 R7:0.74 5 年 R7:1.03 6 年 R7:1.08) 

 (算数 4 年 R7:0.72 5 年 R7:1.09 6 年 R7:1.15) 

○小学校学力経年調査の「学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、

新たな考え方に気付いたりすることができていますか」に対して、肯定的に回答する児童の

割合を 70％以上にする。(R8 より新規) 

・全国体力、運動能力・運動習慣等調査の体力合計点の対全国比を、男女ともに前年度より  

0.03 ポイント向上させる(R7:男子 0.89 女子 0.88) 

・小学校学力経年調査の「規則正しい生活（「朝食を毎日食べること」「毎日、同じくらいの  

時刻に寝て、同じくらいの時刻に起きること」）が大切だと思う」に対して、肯定的に回答

する児童の割合を 70％以上にする。(R8 より新規) 

 

【最重要目標３ 学びを支える教育環境の充実】 

○小学校学力経年調査の「学習者用端末を活用して、調べた情報をもとに、課題を解決するた

めに情報を収集・整理し、まとめ・表現する取組をしていますか」に対して、肯定的に回答

する児童の割合を 70％以上にする。(R8 より新規) 

○年度末の、教員の 1 か月あたりの平均時間外勤務時間を 20 時間以下にする。 

 (R7:１月末累計 17 時間 55 分) 

・学校図書館貸出冊数（児童一人あたりの年間貸出冊数）を 50 冊以上にする。(R7:48.9 冊) 
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大阪市立木川南小学校 令和８年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

 

 

年 度 目 標 
達成

状況 

【最重要目標１ 安全・安心な教育の推進】 
○小学校学力経年調査の「学校に行くのは楽しいと思いますか」に対して、肯定的に回

答する児童の割合を 85％以上にする。(R7:80.7％) 
○小学校学力経年調査の「自分にはよいところがあると思いますか」に対して、肯定的

に回答する児童の割合を 85％以上にする。(R7:79.1％) 
・小学校学力経年調査の「困りごとや不安がある時に、先生や学校にいる大人にいつで

も相談できますか」に対して、肯定的に回答する児童の割合を 65％以上にする。

(R7:60.6％) 

・小学校学力経年調査の「自分の大切さとともに他の人の大切さを認めることが出来て

いますか」に対して、肯定的に回答する児童の割合を 70％以上にする。(R8 より新規) 

・年度末の校内調査に対して、不登校児童の割合を前年度より減少させる。(R7:3.06) 

 

 

年度目標の達成向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
達 成

状況 

取組内容①【基本的な方向１ 安全・安心な教育環境の実現】生活指導部 

・スクールライフノート「心の天気」および「相談申告機能」の使い方を児童に   

周知し、いじめの早期発見、解決に向けた環境づくりに取り組む。 
 

指標 

・毎日２回「心の天気」の入力と確認を徹底するとともに、各学期に１回のいじめ

アンケートを実施する。また、教員は相談申告機能を毎日確認する。 

取組内容②【基本的な方向１ 安全・安心な教育環境の実現】生活指導部 

・防災・減災・防犯教育を進め、「自分の命は自分で守る」意識を高める。 

 
指標 

・地域と連携して防災訓練を実施するとともに、年３回以上の避難訓練と年１回の

不審者対応訓練を実施する。 

取組内容③【基本的な方向２ 豊かな心の育成】 研究部 

・いじめや不登校が起こりにくい思いやりのある学校づくりをめざし、人権教育 

および道徳教育の深化・充実を図る。 
 

指標 

・学期に１回の「いのちについて考える日」に合わせて、各学年で人権教育・道徳

教育の集中実践を行う。 

取組内容④【基本的な方向２ 豊かな心の育成】生活指導部 

・生活指導・集団育成の取組を通して、他者への感謝の気持ちを持ち、責任ある 

行動をとることができる自律的な規範意識を醸成する。 
 

指標 

・日々の清掃や委員会活動などの縦割り活動において、学期に１回、全体の取組を

実施する。 

 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 
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年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

 

改 善 点 

 

  



- 7 - 

 

大阪市立木川南小学校 令和８年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

 

 

年 度 目 標 
達成

状況 

【最重要目標２ 未来を切り拓く学力・体力の向上】 

○小学校学力経年調査の国語および算数における平均正答率の対全国比を、同一母集団

に対して経年的に比較し、いずれの学年も前年度より 0.01 ポイント向上させる。 

 (国語 4 年 R7:0.74 5 年 R7:1.03 6 年 R7:1.08) 

 (算数 4 年 R7:0.72 5 年 R7:1.09 6 年 R7:1.15) 
○小学校学力経年調査の「学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深

めたり、新たな考え方に気付いたりすることができていますか」に対して、肯定的に

回答する児童の割合を 70％以上にする。(R8 より新規) 

・全国体力、運動能力・運動習慣等調査の体力合計点の対全国比を、男女ともに前年度

より 0.03 ポイント向上させる(R7:男子 0.89 女子 0.88) 
・小学校学力経年調査の「規則正しい生活（「朝食を毎日食べること」「毎日、同じくら

いの時刻に寝て、同じくらいの時刻に起きること」）が大切だと思う」に対して、肯

定的に回答する児童の割合を 70％以上にする。(R8 より新規)  

 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
達成

状況 

取組内容⑤【基本的な方向４ 誰一人取り残さない学力の向上】研究部 

・算数科における毎日の宿題などで今年度から新たに導入する家庭学習用ドリル 

教材を活用し、自主学習の推進や課題の早期発見など個に応じた学びの環境づく

りに取り組む。  

指標 

・校内調査の「ドリル教材に取り組むことで、算数の学習がもっとわかるように

なった」に対して、肯定的に回答する児童の割合を 65％以上にする。 

取組内容⑥【基本的な方向４ 誰一人取り残さない学力の向上】研究部 

・校内研究で学級活動「話合い活動」を主題とし、学年に応じた実践に取り組む。 
 

指標 

・全教員ひとり１回の研究授業のほか、主題に沿った全体研修を年３回実施する。 

取組内容⑦【基本的な方向５ 健やかな体の育成】健康教育部 

・基本的な感染症予防の知識と習慣を身に着け、免疫力を高めるためにも睡眠、  

食事、運動を意識した規則正しい生活が重要であることを理解し、健康づくりに

取り組むことができるようにする。  

指標 

・ほけんだより、給食だよりを毎月発行し、児童と保護者への啓発に努める。 

取組内容⑧【基本的な方向５ 強い体、健やかな体の育成】健康教育部 

・運動することの大切さを理解し、体育学習だけでなく日常生活を通して、進んで

運動に取り組む子どもを育てる。 
 

指標 

・校内調査の「毎日、すすんで体を動かしたり、スポーツをしたりしている」に   

対して、肯定的に回答する児童の割合を 85％以上にする。 

 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 
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年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

 

改 善 点 
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大阪市立木川南小学校 令和８年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

 

 

年 度 目 標 
達成

状況 

【最重要目標３ 学びを支える教育環境の充実】 
○小学校学力経年調査の「学習者用端末を活用して、調べた情報をもとに、課題を解決

するために情報を収集・整理し、まとめ・表現する取組をしていますか」に対して、

肯定的に回答する児童の割合を 70％以上にする。(R8 より新規) 

○年度末の、教員の 1 か月あたりの平均時間外勤務時間を 20 時間以下にする。 

 (R7:１月末累計 17 時間 55 分) 

・学校図書館貸出冊数（児童一人あたりの年間貸出冊数）を 50 冊以上にする。 

(R7:48.9 冊) 

 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
達成

状況 

取組内容⑨【基本的な方向６ 教育ＤＸの推進】教務部 

・本校教育活動において ICT 機器のさらなる活用を図り、「主体的・対話的で深い

学び」を推進する。 

 
指標 

・授業日において、児童の８割以上が学習者用端末を活用した日数が、年間授業

日の 90％以上を継続する。（ただし、事務局が定める学校行事等 ICT 活用が適

さない日数を 除く）(R7:93.1％) 

取組内容⑩【基本的な方向６ 教育ＤＸの推進】教務部 

・今年度から新たに導入する家庭学習用ドリル教材について、使い方を児童に周知

するとともに、SNS などインターネットの利用について指導を行う。 

 指標 

・大阪市学力経年調査の「インターネットや生成 AI、SNS 等を活用するときに、情

報の確かさを確認したり、悪口やいじめにつながる内容を扱わないよう注意した

りしていますか。」に対して、最も肯定的に回答する児童の割合を 65％以上にす

る。（R7：61.9％） 

取組内容⑪【基本的な方向７ 人材の確保・育成としなやかな組織づくり】教務部 

・教職員間での連携が取りやすい職場づくりなど、働きやすい環境整備と業務の 

精選を進め、教材研究に要する時間を確保するとともに研修の充実を図る。 

 指標 

・会議等を設定せず、定時退勤を基本とする「ゆとりの日」を、月２回以上実施

する。また、木川小との統合に向けた話合いの場を年に２回以上開き、学校間

の交流や式典など取組の時期や内容について検討する。 

取組内容⑫【基本的な方向８ 生涯学習の支援】教務部 

・学校司書や読み聞かせボランティアと連携し、読書活動の活性化を図る。 

 

指標 

・校内調査の「本を読むことが好き」に対して、肯定的に回答する児童の割合を 85％

以上にする。（R7：82％） 

 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 
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年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

 

改 善 点 

 

 


